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山田町復興
ふっこう

計画 

 

 「山田町復興
ふっこう

計画」について 

これは、山田町が平成 23 年９月に出した「山田町復興
ふっこう

計画（行政
ぎょうせい

素案
そ あ ん

）のあらまし」の内容
ないよう

を子ども・若者
わかもの

にで

きるだけ分かりやすいようにセーブ・ザ・チルドレンが書き直したものです。難
むずか

しい言葉や、もっとちがう言い方

の方が良いなどあれば、スタッフにぜひ教えて下さい！ 

これのもとになった文章は下のリンク先から見てください。 

http://www.town.yamada.iwate.jp/20_fukkou/pdf/fu_soan-gaiyou.pdf 
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「山田町復興
ふっこう

計画」は、７月に発表した「山田町復興
ふっこう

ビジョン」にあわせて、私
わたし

たちが目指す将来
しょうらい

の山田町

の姿
すがた

を説明したものです。そして、それを実現
じつげん

するために必要な取り組みについて具体的に書いたものです。 

山田町は７月に「山田町復興
ふっこう

ビジョン」を発表した後、山田町の人たちと意見を交換
こうかん

したりしながら、復興
ふっこう

計

画について考えてきました。そして、その結果を「山田町復興
ふっこう

計画」としてまとめました。 

これからは「山田町復興
ふっこう

計画」をもとにして、山田町の人たちの意見を集めます。そして、１２月に最終的な

「山田町復興
ふっこう

計画」をつくる予定です。 

 

 

 

 

 

 

（１） 復興
ふっこう

の基本
き ほ ん

的な考え方 
 

 

                  

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①津波
つ な み

から命を守るまちづくり 

②産業を早くもとに戻
もど

し、より良くして

いく。 

③山田町に住んでいる人たちが主役とな

った地域
ち い き

づくり 

１．山田町復興
ふっこう

計画とは 
 

２．復興
ふっこう

の基本
き ほ ん

的な考え方 

『二度と津波
つ な み

による犠牲者
ぎせいしゃ

を出さない』 
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（２）どうやってまちの基本
き ほ ん

をつくるか 

被災
ひ さ い

した海ぞいの地域
ち い き

を中心として、三陸縦貫
じゅうかん

自動車道をのばすことが期待されている豊間
と よ ま

根
ね

地区と協力する

ことも考えながら、次のような考え方で、復興
ふっこう

まちづくりを進めていきます。 

  

 

                                                 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●元々あるまちや集落を基本
き ほ ん

にした、コンパク

トなまちづくり 

まち・集落をもとどおりにすることが基本
き ほ ん

です。

新しい開発などはできるだけ少なくします。山田

湾
わん

・船越
ふなこし

湾
わん

を中心にした、コンパクトで暮
く

らしや

すいまちをめざします。 

 

●豊
ゆた

かな自然と一緒に生きていける美しいまち

づくり 

山田湾
わん

・船越
ふなこし

湾
わん

や周りの山々の豊
ゆた

かな自然をいか

して、海や山が近くに感じられる、まち・集落と

海や山が一緒
いっしょ

になった美しいまちを目指します。 

 

●いろいろな仕事がある元気なまちづくり 

三陸縦貫
じゅうかん

自動車道が全部使えるようになったと

き、広い地域
ち い き

との結びつきが強まることを考え

て、その結びつきによって水産業、農林業、商工

業、観光業などいろいろな産業が活発に活動する

まちをめざしています。 
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今までで二番目に高い津波
つ な み

（明治
め い じ

三
さん

陸
りく

大津波
お お つ な み

）の高さに耐
た

えられる防潮堤
ぼうちょうてい

を整えます。 

そして、まちの中心となる「*防災
ぼうさい

施設
し せ つ

」や「土地の使い方」、「交通のありかた」について次のようにしま

す 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災
ぼうさい

施設
し せ つ

の

基本
き ほ ん

的な 

考え方 

・今までで 2 番目に高い津波
つ な み

（明治三陸大津波）に耐えられる防潮堤
ぼうちょうてい

を整えます。（これ

は岩手県の基本
き ほ ん

計画です） 

・東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

津波
つ な み

のレベルに対しては、地面を高くしたり、避難
ひ な ん

対策
たいさく

を強化します。 

・避難
ひ な ん

場所は津波
つ な み

の被害
ひ が い

を受けない場所につくります。 

・津波
つ な み

によって被害
ひ が い

を受けそうな場所には、すぐに避難
ひ な ん

するための施設
し せ つ

をつくります。 

・三陸縦貫
じゅうかん

自動車道ぞいに防災
ぼうさい

の重要な場所を準備したり、整えたりします。 

 

 

3. 復興
ふっこう

のイメージ 
 

防災
ぼうさい

施設
し せ つ

とは、 

災害
さいがい

から、まちや人を守るための施設のことです。 

交通の 

ありかたの

基本
き ほ ん

的な 

考え方 

 

・三陸縦貫
じゅうかん

自動車道を早く完成させることを目指します。 

・国道４５号線は基本
き ほ ん

的に今のルートのままにします。 

・災害
さいがい

時にもきちんと通れるように、高台どうしをつなぐネットワークを整えます。

（災害
さいがい

があったときには代わりの道路になります。） 

・土地が低いところから高台に速く移動
い ど う

できる避難
ひ な ん

道路を整えます。 

・鉄道は、施設
し せ つ

の安全や、利用する人がもっと便利に使えることを 1 番に考えて、早くも

とに戻
もど

すことを目指します。 
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土地の使い

方の基本
き ほ ん

的

な考え方 

 

・被災
ひ さ い

しなかった集落はできるだけ現在
げんざい

の場所に残します。 

・被災
ひ さ い

した場所の一部は土を盛
も

って高くして、安全な住
じゅう

宅地
た く ち

としてもう一度新しくつくり

ます。 

・今までのまちと集落の関係を考えながら、丘
おか

をつくって、新しい住宅
じゅうたく

をつくります。 

・漁港や漁港関係の施設
し せ つ

は、基本
き ほ ん

的に今ある場所をいかして元に戻
もど

します。 

・陸中山田駅の周りを山田町の中心にして、にぎやかな場所になることを目指します。 

・国道４５号線ぞいに、お店や*水産加工の工場、*流通
りゅうつう

施設
し せ つ

などがつくられるようにしま

す。 

 

 

 

 

水産加工とは、 

海や川からとれた生き物を使って、ものをつくることです。例え

ば、魚のすり身からかまぼこをつくることなどです。 

 

流通とは、 

商品をつくった人のところから買う人のところに運ぶことです。 
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①「津波
つ な み

から命を守るまちづくり」、②「仕事を早くもとに戻
もど

し、もっと良くする」、③「山田町の人たちが中心

となった地域
ち い き

づくり」の３つに分けて、それぞれ、これから取り組まなくてはならないことを書いています。 

１ 津波
つ な み

から命を守るまちづくり 

大きな項目 小さな項目 

安全・安心でいきいきとした力を生み出

す土地の使い方を実現
じつげん

する 

海岸を守る施設
し せ つ

をもとどおりにして整える 

安全に住める場所を整える 

いきいきとした力を生み出す産業地（働く場所）を整える 

農地や公園などへ土地の使い方を変える 

*防災
ぼうさい

拠点
きょてん

や避難
ひ な ん

場所を整える 

自然環境
かんきょう

ときれいな景色を守る 

津波
つ な み

の災害
さいがい

の危険性
きけんせい

についての情報
じょうほう

を、周りの人にきちんと伝

える 

災害
さいがい

に強く、便利な交通をつくる 三陸縦貫
じゅうかん

自動車道を整えていく 

国道４５号線をつくりなおす 

避難
ひ な ん

道路を整える 

まちと集落の間をつなぐ道路を整える 

JR 山田線をもとに戻
もど

す 

バスの路線を充実
じゅうじつ

させる 

安定してものが手に入ったり、処理
し ょ り

した

りできるようにする 

水道や下水道を整える 

非常時
ひじょうじ

に発電する設備
せ つ び

を整えていく 

新しいエネルギーを取り入れることを進める 

災害
さいがい

で出たゴミをきちんと処理
し ょ り

する 

ゴミを減
へ

らし、リサイクルを進める 

情報
じょうほう

や通信するしくみをもっとしっかり

する 

*防災
ぼうさい

無線を置きなおす 

情報
じょうほう

を通信するために、いろいろな方法を用意する 

 

                               

 

  

4．復興
ふっこう

を３つに分けて考える 

防災
ぼうさい

拠点
きょてん

とは、 

災害
さいがい

時
じ

にまちを守る活動の中心となる施設
し せ つ

や場所のことです。 

 

防災
ぼうさい

無線とは、 

非常時
ひじょうじ

や災害
さいがい

時
じ

にいち早く正確
せいかく

な情報
じょうほう

を 

人々に伝えるために使われる無線です。 
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２ まちの産業を早くもとに戻
もど

し、もっと良くする 

大きな項目 小さな項目 

*水産業を早くもとに戻
もど

し、もっと良くす

る 

漁港や漁場・養殖
ようしょく

場をもとに戻
もど

す 

水産物（海などでとれたものを加工する施設
し せ つ

）や市場をもとに戻
もど

す 

漁業をする仕組みをもっとしっかりとする 

山田町でとれる水産物をブランド化して、たくさん売る 

*農林業を早くもとに戻
もど

し、もっと良くす

る 

農林業のものを作る土台をもとに戻
もど

して整える 

農林業をする仕組みを強化する 

お金を稼
かせ

げるような農林業を実現
じつげん

する 

*商工業を早くもとに戻
もど

し、もっと良くす

る 

仮設の場所で早く仕事を再開
さいかい

できるようにする 

経営が安定するように支援
し え ん

する 

お店をまとまった場所に集める 

工場などをまとまった場所に集める 

*観光業を早くもとに戻
もど

し、もっと良くす

る 

山田町が広く知られるための仕組みを整える 

観光に来てもらえるようなものを見つけて、整える 

泊
と

まって観光できる場所を充実
じゅうじつ

させる 

観光客がたくさん来るように呼
よ

びかける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

 

 

水産業とは、 

海や川からとれる生き物をとったり、養殖
ようしょく

したり、保存
ほ ぞ ん

・加工したり

する仕事です。 

 

農林業とは、 

農業（農作業をする仕事）と、林業（森や林を育てて、木材をつくる産

業）です。 

 

商工業とは、 

商業（ものを売る仕事）と工業（自然のものに手を加えて、商品をつく

る仕事）です。 

 

観光業とは、 

他の地域
ち い き

の人が、その場所の景色や食べ物などを楽しみにくるようにす

る仕事です。 
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３ 山田町の人たちが主役となった地域
ち い き

づくり 

大きな項目 小さな項目 

*コミュニティの絆
きずな

をもう一度つくる 復興
ふっこう

についての情報
じょうほう

を発信する 

同じ地域
ち い き

に住む人のつながりをもう一度つくる 

地域
ち い き

でお祭りやイベントをする 

震災
しんさい

の経験
けいけん

を記録して、将来
しょうらい

の子どもや孫に伝えていく 

被災
ひ さ い

した人の生活を支援
し え ん

する いろいろな生活支援
し え ん

についての情報
じょうほう

を発信する 

安定して働ける場所を用意する 

安心して暮
く

らせるところを用意する 

*医療
いりょう

・介護
か い ご

・福祉
ふ く し

・教育をもとに戻
もど

す 医療
いりょう

・介護
か い ご

・福祉
ふ く し

の施設が早くもとに戻
もど

るようにする 

地域
ち い き

の医療
いりょう

の仕組みを強化して、健康を守るための活動をする 

介護
か い ご

や福祉
ふ く し

のサービスを充実
じゅうじつ

させる 

教育に関する場所を早くもとに戻
もど

す 

学校の児童や生徒に心のケアをする 

まちづくり活動を支援
し え ん

する 同じ地域
ち い き

に住む人のつながり・集まりを生かした活動を支援
し え ん

する 

地域
ち い き

の防災
ぼうさい

活動を支援
し え ん

する 

NPO やボランティア団体
だんたい

を育てたり、支援
し え ん

したりする 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティとは、 

同じ地域
ち い き

に住む人々のつくる社会・関係のことです。 

 

医療
いりょう

・介護
か い ご

・福祉
ふ く し

・教育とは、 

医療
いりょう

：病気やケガをなおす治療
ちりょう

 

介護
か い ご

：病気などで助けが必要な人を助けること 

福祉
ふ く し

：みんなが安定した生活をできるように、うけら

れるサービス 

教育：大事なことを教えて、育てること 

です。 
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大沢地区 

基本
き ほ ん

の 

方向 

・大沢
おおさわ

漁港は今ある場所でもとに戻
もど

す。 

・大沢
おおさわ

漁港の北は、水産物を加工する施設
し せ つ

などの場所にする。 

・国道 45 号線ぞいを商業の施設
し せ つ

などの産業地にする 

・浜川目と国道 45 号線をつなぐ重要な道路を整える。 

・今ある林道を部分的に広くして高台道路をつくる。 

・重要な道路から高台道路へ避難
ひ な ん

する道となる道路をいくつか整える。 

・浜川目は防潮堤
ぼうちょうてい

を整えて、今の場所に住むところをつくる。 

復興
ふっこう

パターン 案１ （袴田の住む場所を今ある場所のままにする） 

考え方 袴田は防潮堤
ぼうちょうてい

を整えて、今の場

所に住むところをつくる。 

 

良い点○ 

・ 

良くない

点▲ 

○袴田は今の場所でもとどおり

にするので、今まであったコ

ミュニティをそのままにでき

る。 

▲袴田は国道 45 号が通れなく

なった場合には車での避難
ひ な ん

が

難しい。 

復興
ふっこう

パターン 案２ （住む場所を国道 45 号線と大沢
おおさわ

川の間に移動
い ど う

） 

考え方 国道 45 号と大沢
おおさわ

川の間に住む

ところをつくる。 

 

良い点○ 

・ 

良くない

点▲ 

○住むところをまとまった場所

につくれるため、まとまりの

ある町づくりができる。 

▲移動
い ど う

について、住んでいる人

の意見を合わせることが必

要。 

５． 地区ごとのまちづくり計画 
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山田地区 

基本
き ほ ん

の 

方向 

 

 

 

・国道 45 号は今のルートのままにする。 

・山田漁港は今の位置でもとに戻
もど

す。 

・都市計画道路細
ぼそ

浦
うら

柳沢
やなぎさわ

線は、今の計画ルートのままにする。 

・ＪＲ山田線は今のルートを基本
き ほ ん

にして、まちの中心のかさ上げ（土地を高くする）のに合わせて、も

っと安全で便利なものにする。 

・海側から山側への避難
ひ な ん

路をきちんとした位置につくって、三陸縦貫
じゅうかん

自動車道のまわりに防災
ぼうさい

拠点を

整える。 

復興
ふっこう

パターン 案１ （中心市街地周辺のかさ上げした部分と高台に住むところをつくる） 

考え方 ・国道 45 号より山側に土

を盛
も

って土地を高くし

て、被災
ひ さ い

前とほぼ同じ位

置に町の中心部をつく

る。 

細
ほそ

浦
うら

柳沢
やなぎさわ

線のまわりに住

むところをつくる。 

・山田中学校北側の丘を削
けず

って、高台に最小限
さいしょうげん

の住

むところをつくる。 

 

良い点○ 

・ 

良くない 

点▲ 

○高台では、より安全に住

むところを用意すること

ができる。 

▲地面を削
けず

って住むところ

をつくるので、案２に比

べて、住むところをつく

るのに時間がかかる。 

復興
ふっこう

パターン 案２ （住むところの一部を北浜
きたはま

・柳沢
やなぎさわ

地区へ移動
い ど う

） 

考え方 ・国道 45 号より山側でか

さ上げをして、被災
ひ さ い

前と

ほぼ同じ場所に町の中心

部をつくる。 

細
ほそ

浦
うら

柳沢
やなぎさわ

線のまわりに住

むところをつくる。 

・住む場所は、柳沢
やなぎさわ

・北浜
きたはま

地区も候補として考え

る。 

 

良い点○ 

・ 

良くない 

点▲ 

○地面を削
けず

らないから、早

く住むところを整えられ

る。 

▲住んでいる人の移動
い ど う

の考

えと柳沢
やなぎさわ

・北浜
きたはま

地区の土

地を持っている人の間で

の意見の調整が必要。 
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復興
ふっこう

パターン 案３ （町の中心部を山側に移動
い ど う

し、住む場所を高台に移
うつ

す。） 

考え方 ・ＪＲ山田線よりも山側でかさ上

げをする。 

・山田中学校北川の山や丘の部分

の土地を整えて、高台に大きな

住む場所をつくる。 

 

良い点○ 

・ 

良くない 

点▲ 

○高台に移動
い ど う

する割合
わりあい

が多く、案

の中で 1 番安全。 

○かさ上げしない部分が広いの

で、道路や下水道などの生活に

必要な施設
し せ つ

が使える。 

▲大規模
だ い き ぼ

な工事が必要だから、土

地をつくるためにお金がかか

る。また、住む場所を整えるた

めに長い時間がかかる。 

▲住むことのできない地域
ち い き

が広い

ため、土地をどのように使うか

考えることが必要。 

 

 

柳沢
やなぎさわ

・北浜
きたはま

地区 

基本
き ほ ん

の方向 ・土地区画整理事業の内容
ないよう

を一部変える。 

・今の土地の使い方にあわせて住む場所をつくる。 

住む場所以外のところは、いろんな使い方ができるようにする。 

・国道 45 号と地区内の都市計画道路は原則
げんそく

として今の場所にする。 

・町営柳沢
やなぎさわ

団地は、防潮堤
ぼうちょうてい

を整えて浸水
しんすい

から守って、今ある施設
し せ つ

をうまく使う方法を考える。 

復興
ふっこう

パターン （区画整理の内容
ないよう

を見直して事業を続ける） 

考え方 

 

 

 

・土地区画整理事業区域
く い き

を中心と

する地域
ち い き

だから、まちづくりパ

ターンは一案のみです。  

 

 

 

良い点○ 

・ 

良くない 

点▲ 

なし 

 

土地区画整理事業区域
く い き

とは 

道路、公園、河川
か せ ん

などをもっ

といいものにして、土地の分

け方を整えて、住むための土

地をもっと使ってもらおうと

いう、国の事業です。 
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織
おり

笠
かさ

地区 

基本
き ほ ん

の方向 

 

・織
おり

笠
がさ

漁港は今の場所のまま、もとに戻
もど

す。その隣
となり

の国道 45 号線のまわりは産業のための土地に

する。水産加工のための施設
し せ つ

、国道にあるような大型のお店が集まる地区にするよう進める。 

・織
おり

笠
かさ

川のまわりの集落は基本
き ほ ん

的に人が住まないようにする。後ろにある丘
おか

などで安全に住めるとこ

ろを用意する。 

・国道 45 号は今のルートのままにする。そして、それと平行に高台道路を整える。 

・海側から山側へ避難
ひ な ん

する道をきちんとつくる。三陸縦貫
じゅうかん

自動車道のまわりに防災
ぼうさい

拠点
きょてん

も整える。 

・ＪＲ山田線は今のルートを基本
き ほ ん

にして、まちの中心のつくり直しにあわせて駅の場所を移動
い ど う

するこ

とも考える。 

復興
ふっこう

パターン 案１ （織
おり

笠
かさ

川の左側の岸をかさ上げし、織
おり

笠
かさ

小学校北側の高台に住む場所をつくる。） 

考え方 

 

 

・織
おり

笠
かさ

川の左側の岸の

かさ上げした部分

に、住む場所をつく

る。 

・織
おり

笠
かさ

小学校北側の丘

をつくりかえて、高

台に最小限
さいしょうげん

の住む

場所をつくる。 

 

良い点○ 

・ 

良くない 

点▲ 

○浸水
しんすい

しなかった今の

集落に隣
とな

り合って住

むところが作られる

ので、地域
ち い き

のつなが

りをそのままにでき

る。 

復興
ふっこう

パターン 案２ （織
おり

笠
かさ

小学校北側の高台に住む場所をつくる。） 

考え方 ・織
おり

笠
かさ

小学校北側の丘

をつくりかえて、住

むための広い場所を

つくる。 

 

良い点○ 

・ 

良くない 

点▲ 

○住む場所の大部分が

高台に移動
い ど う

するの

で、今までよりとて

も安全になる。 

▲住むための土地をつ

くる工事をするの

に、お金がたくさん

かかる。住む場所を

つくるために長い時

間がかかる。 

▲人が住まない土地が

広くなる。その土地

を使う方法を考える

必要がある。 
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船越
ふなこし

・田の浜地区 

基本
き ほ ん

の方向 

 

・船越
ふなこし

漁港は今ある場所のまま、もとに戻
もど

す。 

・船越
ふなこし

公園の周りは観光レクリエーションゾーンにする。鯨
くじら

と海の科学館、海水浴場、キャンプ場な

どをもとどおりにする。津波
つ な み

を伝える建物などを整えることも考える。 

・船越
ふなこし

地区では、津波
つ な み

被害
ひ が い

を受けた集落は国道 45 号線のまわりに移
うつ

す。 

・田の浜地区では、津波
つ な み

被害
ひ が い

を受けた集落は高台道路をきちんとするのにあわせて、道路と一緒に高

台に移
うつ

す。船越
ふなこし

小学校もより安全な高台に移
うつ

す。 

・国道 45 号とＪＲ山田線は今のルートのままにする。 

・船越
ふなこし

地区と田の浜地区を結ぶ安全な道路を整える。 

船越
ふなこし

 復興
ふっこう

パターン 案１ 田の浜 

国道 45 号線の西側に

住む場所をつくる。 

 

今ある集落の周りの高

台道路のまわりに住む

場所を分けてつくる。 

考

え

方 

・国道 45 号線

の西側を削
けず

っ

て住む場所を

つくる。 

・被災前住んでい

た場所と隣
とな

り合

った高台の道路

のまわりに住む

場所をつくる 

考

え

方 

良 

い 

点

○ 

・ 

良

く

な

い

点

▲ 

○案２より高台

へ移
うつ

すので、

より安全。 

▲案２に比べる

と漁港から遠

い。 

○今ある集落に隣
とな

り合って住む場

所をつくるの

で、今ある地域
ち い き

のつながりをそ

のままにでき

る。 

○高台に移
うつ

るの

で、今までより

とても安全にな

る。 

▲住む場所が別れ

別れになるの

で、案２より、

準備や管理が大

変。 

良

い

点

○ 

・ 

良

く

な

い

点

▲ 
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船越
ふなこし

 復興
ふっこう

パターン 案２ 田の浜 

国道 45 号線の東側に

住む場所をつくる。 

 

田の浜の周りに住む場

所をまとめてつくる。 

考

え

方 

・国道 45 号線

の東側に土を

盛
も

って、住む

場 所 を つ く

る。 

・田の浜を中心に

して、かさ上げ

をして住む場所

をつくる。 

考

え

方 

良 

い 

点

○ 

・ 

良

く

な

い

点

▲ 

○案１より、漁

港との距離は

近い。 

▲津波
つ な み

で水が来

た地域に隣
とな

り

合っているの

で、案１より

安 全 で は な

い。 

○住む場所をまと

めて作れるの

で、まとまりが

あって、うまく

集落をつくるこ

とができる。 

▲土を盛
も

って土地

をつくることが

中心だから、土

地をつくるとき

に十分注意する

必要がある。 

良

い

点

○ 

・ 

良

く

な

い

点

▲ 
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大浦
おおうら

地区 

基本
き ほ ん

の 

方向 

 

・大浦
おおうら

漁港は今ある場所のまま、もとに戻
もど

す。 

・津波
つ な み

被害
ひ が い

を受けた大浦
おおうら

の低い土地にある住む場所は、大浦小学校のまわりの高台に移
うつ

す。 

・大きい被害
ひ が い

を受けた小谷鳥は、漁港は必要最小限
さいしょうげん

だけもとどおりにする。でも、住む場所は高台に移
うつ

す。 

・高台に今まであった集落の道路を広くする。そして、船越
ふなこし

地区とつながる道路を整える 

 復興
ふっこう

パターン 案１ 

（大浦
おおうら

小学校と小谷鳥に住む場所をつくる） 

復興
ふっこう

パターン 案２ 

（大浦
おおうら

小学校の周りに住む場所をまとめてつくる） 

考え方 

 

 

・今の集落と

隣
とな

り合っ

た、大浦小

学校の周り

と小谷鳥に

住む場所を

つくる。 

 

・大浦
おおうら

小学校の

周りの土地を

大きくつくっ

て、住む場所

にする。 

 

 

良い点 

○ 

・ 

良くない

点▲ 

○今の集落に

隣
とな

り合って

住む場所を

つ く る の

で、今ある

地域
ち い き

のつな

がりをその

ままにでき

る。 

▲住む場所が

分かれるの

で、案２よ

り準備や管

理が大変。 

○住む場所をま

とめて作れる

ため、まとま

りがあって、

効率
こうりつ

的に集落

をつくること

ができる。 

▲小谷鳥から移
うつ

る人の意見を

まとめること

が必要にな

る。 
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